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平成２６年度 日本海にぎわい・交流海道ネットワーク 

≪ 会員からの各市町紹介 ≫ 

 

 

■対馬市長 財部 能成 

 

ただいま紹介いただきました対馬市長の財部です。唐津の皆様からは、晴れた日は対

馬が望めるんではないかなと思っておりますので、あえて位置関係は一切言いません。だ

って、私どもの対馬からは唐津が見えますもん。対馬を見たことがある方、手を挙げてく

ださい。ありがとうございます。ほとんどの方が見えていないみたいでございます。しか

し、結構な方に手を挙げていただいてうれしく思います。 

 対馬といいますと、大陸に向けた交流の場としての港の活用が進んでおります。去年、

韓国から１８万人の方が船でお見えになりました。今、県と一緒になって今後の人数をど

れぐらいに設定していこうかを考えておりますが、できれば１０年後に４０万人にしたい

ねという話で組み立てております。ただし、ここで問題があります。急に韓国人が増えま

して、日本の方は全く増えていません。昨年の国内からお客様の数は、１７万人だったん

じゃないかと僕らは押さえています。逆転をしております。１０年後、韓国人を４０万人

受け入れる場合、国内の皆様方も４０万人受け入れたいという思いがあります。 

 唐津からは出ておりませんけれども、博多港からフェリー、ジェットフォイルを使って
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いただき、また福岡空港からの空の便、それぞれあります。もしなんでしたら、福岡空港

から釜山の金海空港に渡っていただいて、金海空港や釜山港から対馬に入ったほうが安上

がりなのかもしれません。日本という国はへんてこりんな世の中なんです。国内移動のほ

うが高いんです。そのあたりをじっくり検証していただきたいなと思います。 

 どんどん対馬に来ていただきたいと思いますが、その手始めに、私どもは福岡のほうに

対馬市の福岡事務所を出しております。博多駅前の日航ホテルの裏の筋であります。博多

区役所の近くでございますけれども、そこに対馬の食を味わっていただきたいという思い

で、「よりあい処つしま」という食堂を出しております。昼も夜も営業しております。ア

ナゴの刺身が食べたい方は、対馬の「よりあい処」だけが出しております。そこで食べ損

ねますと、対馬まで足を伸ばさなくてはいけません。 

 対馬に「黄金アナゴ」という西のほうでとれるアナゴがありますが、このアナゴ君はす

ばらしいえさを食べていまして、大変上品なほのかに甘い脂を持っています。僕みたいな

脂ではなくて、もっと上質です。そして、そのとき白ワインを飲んだら見事に合うんじゃ

ないかと思います。は今日実ここに座って、女性の方が多くてびっくりしたんですよ。田

崎さんの名前がそこにあるのを見て、「ああ、そういうことか。何だ、僕らじゃないん

だ」と思いました。さすが田崎さんだと思いました。 

 実は私、ここに来る前に、大変申しわけないんですが、伊万里まで足を運びました。伊

万里の片岡さんという肉屋さんに行ってきました。片岡精肉店をご存じの方、手を挙げて

ください。１名、２名、３名、４名。あそこのローストビーフ、とてもおいしいです。と

思って、わざわざ買いにいきました。申しわけございません。唐津を飛び越えて、一気に

クール宅急便で対馬に送ったものですから、皆様にご賞味いただけずお許しいただきたい

と思いますが、これがおそらく赤ワインに合うだろうなと思って買いにいって、ここの会

場に来るのがおくれたということで、まずは謝らんといかんと思っております。いろいろ

な食を通じて僕ら対馬も発信しておりますので、どうか対馬にも足を運んでいただければ

と思っております。 

 時間もありません。皆さん、田崎さんの話のほうをお待ちでしょうから、このあたりで

終わりたいと思いますが、国境観光ということを対馬は言っております。できれば対馬に

パスポートを持ってきてください。そうすれば、対馬から３,０００円か４,０００円で釜

山に渡れます。あとは夜、何をしようがあなたの自由です。 

  


